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２０２4年 1月 21日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 29章 1～14節（エレミヤ書講解説教 52回目） 

タイトル：「驚くべき神の計画」 

今日は、エレミヤ書 29 章からお話します。ここは、まさにエレミヤ書の中心的なメッセージ

です。心臓部となる箇所でもあります。ここには、世界中のクリスチャンから愛されている聖句

も出てきます。29章 11節のみことばです。 

「わたし自身、あなたがたのために立てている計画をよく知っている──【主】のことば──。

それはわざわいではなく平安を与える計画であり、あなたがたに将来と希望を与えるための

ものだ。」 

これは、キリスト教国際ＮＧＯ「ワールド・ビジョン」の英国支部が行ったデジタル調査で、世

界で二番目に人気のある聖書の一節に選ばれた聖句です。ちみに、一番人気があったのは、新

約聖書のヨハネによる福音書３章１６節でした。それほどよく知られている、もっとも愛されて

いる聖句ですが、前後の文脈から外れて理解されていることが多いのも事実です。今日は、こ

の箇所から「驚くべき神の計画」について、ご一緒に見ていきたいと思います。 

Ⅰ．その町のために祈れ（1－9） 

まず、1～9 節をご覧ください。1～3 節をお読みします。「1 預言者エレミヤは、ネブカドネ

ツァルがエルサレムからバビロンへ引いて行った捕囚の民、すなわち、長老で生き残っている

者たち、祭司たち、預言者たち、および民全体に、エルサレムから次のような手紙を送った。2  

この手紙は、エコンヤ王、王母、宦官たち、ユダとエルサレムの首長たち、職人、鍛冶がエルサレ

ムを去った後、3 ユダの王ゼデキヤが、バビロンの王ネブカドネツァルのもと、バビロンへ遣わ

した、シャファンの子エルアサとヒルキヤの子ゲマルヤの手に託したもので、そのことばは次の

とおりである。」 
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これは、エルサレムからバビロンに捕囚の民としては引いて行かれたユダの民に対して、エレ

ミヤが書き送った手紙です。2 節に、この手紙は、エコンヤ王、王母、宦官たち、ユダとエルサレ

ムの首長たち、職人、鍛冶がエルサレムを去った後、とあるように、第二回目のバビロン捕囚が

行われた後に書かれたものです。バビロン捕囚は全部で 3 回行われました。第一回目が

B.C605 年、第二回目が B.C５９７年、第三回目が B.C.586 年です。ユダの王エコンヤが捕

囚の民として連れて行かれたのは第二回目の時です。この第二次バビロン捕囚が行われた

B.C.597 年頃に、そこにいた捕囚の民に宛ててエレミヤが手紙を書き送ったのです。この時

エレミヤはエルサレムに留まっていました。彼は直接バビロンに行って神からのメッセージを語

ることはでませんでしたが、手紙という方法をもって神のメッセージを伝えようとしたのです。

このように、直接神のことばを語ることができなくても、手紙とかメールといった間接的な方

法を用いて語ることができます。現代はメールという手段もありますので大変便利ですね。神

様はいろいろな媒体を用いてご自身のみことばを語ってくださいます。離れているから何も

できないというのではなくて、どんな方法でも伝えることができるのです。どんな方法でもい

いので、私たちも神からメッセージを託された者として、それをしっかりと取り次いでいく必要

があります。 

さて、エレミヤがバビロンに捕囚の民に書き送った手紙の内容はどのようなものだったでし

ょうか。4～7 節をご覧ください。「4 「イスラエルの神、万軍の【主】はこう言われる。『エルサレ

ムからバビロンへわたしが引いて行かせたすべての捕囚の民に。5 家を建てて住み、果樹園

を造って、その実を食べよ。6 妻を迎えて、息子、娘を生み、あなたがたの息子には妻を迎え、

娘を嫁がせて、息子、娘を産ませ、そこで増えよ。減ってはならない。7 わたしがあなたがたを

引いて行かせた、その町の平安を求め、その町のために【主】に祈れ。その町の平安によって、

あなたがたは平安を得ることになるのだから。』」 

どういうことでしょうか?この時エレミヤは、バビロンにいた捕囚の民を憂いでいました。な

ぜなら、偽預言者が横行していたからです。そこには本物の預言者もいましたが、それ以上に

偽預言者が多くいました。彼らの言うことはすべて甘いことばでした。その典型が 28 章に出
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て来たハナンヤです。彼は何と言っていましたか?彼はバビロンに連れて行かれたユダの民は

2 年のうちに戻ってくると言いました。ユダの民ばかりじゃない、バビロンの王ネブカドネツァ

ルがエルサレムから奪い取ってバビロンに運んだ主の宮のすべての器も、2 年のうちにエルサ

レムに戻ってくるといったのです。でも、それは事実ではありませんでした。エレミヤが語った

ように、それは 70 年が経たないと帰って来ることはありません。70 年後に神は彼らを顧み

て、バビロンの王ネブカドネツァルがエルサレムから奪って行ったすべてのものが戻されるこ

とになります。2 年と 70 年では大分開きがあります。70 年と聞くと、人々は失望するでしょ

う。あまりにも長すぎます。だからハナンヤは人々が喜ぶように、そして希望を持てるように 2

年と言ったのですが、それは事実ではありませんでした。偽りでした。しかし、そのような偽預

言者のことばに魅了され騙されて淡い希望を抱いている人たちが、バビロン捕囚の民の中に

いたのです。そんな彼らのことを憂いで、エレミヤはこの手紙を書いたのです。なぜなら、そう

した偽預言者の甘いことばを信じた人たちの中には、そのことばの影響を受けてライフスタイ

ルにも影響を受けていたからです。彼らは、2 年で帰れるんだったら別に仕事なんてしなくて

もいいんじゃないか、定職につく必要なんてない。家のことなんてどうでもいい。だって 2 年

のうちに帰れるんだから。その間、適当に生活していればいい。そう思っていたのです。非聖書

的なことばや耳障りのいいことばかり聞いていると、それはその人のライフスタイルにまで影

響を及ぼすことになります。それは、ただの教えでは済まないのです。その教えの影響は計り

知れません。その人の生活にも影響が及ぶことになるのです。 

ですからエレミヤは、ここでエルサレムからバビロンへ引いて行かれたすべての捕囚の民に

こう言っているのです。「家を建てて住み、果樹園を造って、その実を食べよ。妻を迎えて、息

子、娘を生み、あなたがたの息子には妻を迎え、娘を嫁がせて、息子、娘を産ませ、そこで増え

よ。減ってはならない。」(5-6) 

  70 年は祖国に帰れないんだから、70 年間何もしないで生きていくことはできない。だか

ら、少なくとも定職についてある程度安定した生活を心がけなければならない。定住すること

も考えなければなりません。結婚して家庭を築き、エルサレムに帰還してから後のことに備える
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ようにと。つまり、地に足を付けて生活しなさい、ということです。浮足立っていてはいけませ

ん。夢見る者たちのことばに騙されてはいけません。落ち着いて生活しなさい。 

あるいは、70 年ということを聞いて、中には意気消沈している人もいたでしょう。がっかり

して、もうだめだ、自分はバビロンで死ななければならない。もう何も希望もない。そういう人

たちには、この後のところに出てきますが、そうじゃない、あなたがたにはすばらしい神のご計

画がある。それは平安を与える計画であり、将来と希望を与えるためのものだ、と言って、彼ら

を励まそうとしたのです。 

4 節と 7 節をご覧ください。ここには「わたしが引いて行かせたすべての捕囚の民に」とあ

ります。どういうことですか?これは、つまりバビロン捕囚は、神ご自身がなされたことである

ということです。人間的に考えると、それはバビロンの王ネブカドネツァルがしたことですが、

神の目から見るとそうではありません。それは「わたしが引いて行かせた」こと、すなわち、神が

引いて行かせたことなのです。誰を中心に物事を見ていくのか、今の状況を捉えていくのかは

とても重要なことです。人間の目で見るなら失望してしまいます。でも、すべてを支配しておら

れる神の目を通してみるなら、そこに神様の特別な計画があることを知り励まされます。確か

に今の状況は神の警告を無視した結果かもしれない。でもたとえそうであっても、神は私たち

を見捨てるお方ではなく、いつまでも共におられる方です。蒔いた種は刈り取らなければなり

ませんが、しかし、そうした作業の中にも神は共にいて下さり驚くべきことをしてくださるので

す。そこには驚くべき神の計画があるのです。まさにバビロン捕囚という出来事は、驚くべき

神の深い計画によるものだったのです。エレミヤは、バビロンの捕囚になった民に対してそれ

を明かそうとしているのです。言うならば、これは彼らを滅ぼすための刑罰ではなく、むしろ、

彼らを鍛え上げ、もっと良いものに帰るための神の懲らしめ、訓練なのだと。誰も自分の子ど

もの成長を願わない親はいません。これは父が子を思うからこその訓練なのであって、それが

バビロン捕囚だったのです。ですから、これは神が深い意図をもって許された出来事であって、

それが「わたしが引いて行かせた」ということです。 
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ですから、あなたはそうした偽預言者たちのことばにだまされて、浮足立った生活をしては

いけない。夢見る者になったりしないで、むしろ、その地にしっかりと足をつけ、落ち着いて生

活しなければなりません。定職を持ち、家族を形成して、家を建て、バビロンでの生活に定着し

なければなりません。いや、それどころか、7 節にあるように、主が引いて行ったそのバビロン

の町の平安を求め、その町のために主に祈らなければなりません。その町の平安によって、あ

なたがたは平安を得ることになるからです。いや、とても無理です。バビロンで精一杯生きろ

というのならわかります。でも、バビロンの祝福を求めて祈ることなどできません。だれが自

分に敵対する暴虐なネブカドネツァルのために祈ることができるでしょうか。とても無理です。

あなたはそう思うでしょう。 

  この「平和」ということばは、原語では「シャローム」です。「シャローム」という語は、何の欠け

もない理想的な状態を意味しています。エレミヤはバビロンに引いて行かれた民に対して、あ

なたがたの存在がバビロンの祝福となるように、あなたがたがバビロンに引いて行かれたか

ら、バビロンは以前にも増して繁栄したと、もっと良い国になったと思ってもらえるように祈り

なさい、と言ったのです。 

皆さん、これが神の計画です。普通は反対でしょう。そんな酷いことをした人たちが呪われる

ように祈れというところでしょうが、神は、そんなバビロンの平安を求め、その町の祝福を祈れ

と言ったのです。なぜ?それは神によってもたられた事だから。神の計画によることですから。

その町の平安を祈ることによって、あなたが平安を得ることになるからです。 

Ⅰテモテ 2 章 1～4 節をご覧ください。ここにはこうあります。「1 そこで、私は何よりもま

ず勧めます。すべての人のために、王たちと高い地位にあるすべての人のために願い、祈り、

とりなし、感謝をささげなさい。2 それは、私たちがいつも敬虔で品位を保ち、平安で落ち着

いた生活を送るためです。3 そのような祈りは、私たちの救い主である神の御前において良

いことであり、喜ばれることです。4 神は、すべての人が救われて、真理を知るようになること

を望んでおられます。」  

  ここには、すべての人のために、王たちと高い地位にあるすべての人のために祈り、とりな
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し、感謝をささげるようにと言われています。それは、私たちがいつも敬虔で品位を保ち、平安

で落ち着いた生活をするためです。そうすることが、私たちの平安のためだと言われています。

このような祈りは、神の前に良いことであり、正しいことです。なぜなら、神はすべての人が救

われて真理を知るようになることを望んでおられるからです。そのように祈ることによって、

すべての人が救われるという神のみこころが成し遂げられることになるのです。つまり、ユダ

の民がバビロンに引いて行かれたのは、そのことによってバビロンに平和がもたらされるため

だったのです。そのためには適当に生きていてはいけません。ユダの民が捕囚の民として自分

たちのために祈ってくれるから、自分たちは何の欠けもない完全な状態、繁栄が与えられてい

るんだと納得できるような生き様をしなければなりません。究極的には、その平安が自分たち

のところに返ってくることになるからです。 

これは私たちクリスチャンにも言えることです。私たちはこの地上では旅人、寄留者にすぎ

ません。私たちもここを祖国としてはいますが、この地の繁栄のために祈るべきです。クリスチ

ャンがいるから、この町は繁栄している。クリスチャンがここにいるから、この家庭にいるから、

この職場に、このクラスに、この地域にいるから祝福されているという存在にならなければな

らないのです。イエス様は、「あなたがたは地の塩です」(マタイ 5:13)と言われました。また、

「あなたがたは世の光です」(マタイ 5:14)とも言われました。クリスチャンがいるからこの世は

明るいと言われるようにならなければなりません。クリスチャンがいなかったらこの世は真っ

暗闇です。クリスチャンがいるからこの家は、この職場は、この地域は明るいと言われるように

ならなければならないのです。これが伝道です。伝道とは、まさに私たちの生き様なのです。福

音を伝えることも大切なことです。しかし、それ以上に私たちの生き方そのものが証となるの

です。これがあれば、遅かれ早かれあなたの家族、友人、地域の人たちは、こぞって同じ信仰を

持ちたいと思うようになるでしょう。これがユダの民がバビロンに引いて行かれた大きな理由

の一つです。これが神の驚くべき計画だったのです。これが、あなたがこの世に置かれている

神の計画なのです。すばらしいですね。 

Ⅱ.あなたのために立てている神の計画(10-11) 
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次に、10節と 11節をご覧ください。「10 まことに、【主】はこう言われる。『バビロンに七十

年が満ちるころ、わたしはあなたがたを顧み、あなたがたにいつくしみの約束を果たして、あ

なたがたをこの場所に帰らせる。11 わたし自身、あなたがたのために立てている計画をよく

知っている──【主】のことば──。それはわざわいではなく平安を与える計画であり、あなた

がたに将来と希望を与えるためのものだ。」 

いよいよ、中心的なみことばに来ました。10 節には「あなたがたを顧み」とありますが、これ

は「訪れる」という意味です。また、「いつくしみの約束を果たして」とは、「約束のことばを実現

して」という意味です。すなわち、バビロン捕囚の民に対して、神の時が来たら、神ご自身が訪

れてくださり、神が与えた約束のことばを実現してくださるということです。その約束とは、こ

の場所に帰らせる、ということです。祖国に帰れるのです。神の家で再び礼拝することができ

るようになります。しかし、それは自分たちのタイミングによるのではありません。それは神の

タイミングによります。神のタイミングで、神の力と神の方法によって実現してくださるのです。

それは「バビロンに七十年が満ちるころ」です。それが 68 年なのか、71 年なのかはわかりま

せん。でも、大体 70 年が満ちるころです。それは既に 25 章 11 節でも語られていました。こ

の 70 年とは、いつからいつまでなのかははっきりわかりません。ある人は、ヨシヤ王が死ん

だ.C.609 年からペルシャの王キュロスによってエルサレムに帰還してもいいという勅令が出

された B.C.539年までの 70年間だと言い、ある人は、最後にバビロン捕囚が行われエルサ

レムの神殿が崩壊したB.C.586年から、神殿が再建されたB.C.516年までの70年間だと

いう人がいますが、いずれにせよ、かなりの年月になります。仮に、539 年までだとすると、こ

の時は B.C.597 年ですから、この時から 58 年後となります。仮に 516 年だとすれば 82

年後となります。ここに 58 歳の方がおられますか。82 歳の方はどうでしょう。その人の一生

涯分の年月を待たなければならないのです。それでも、58年後には、あるいは 82年後には、

完全に神の約束が実現することになるのです。エルサレムに戻ることができる。神殿も再建さ

れるのです。神の約束は、たとえ時間がかかっても成就するのです。そのことをしっかりと受け

止めていなければなりません。焦ってはいけません。神のタイミングがあります。自分のタイミ
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ングと神のタイミングは違います。自分のタイミングとか自分の時ほどあてにならないものは

ありません。なぜなら、私たちはあまりにも無知だからです。私たちの時というのはせいぜい

有限な時間の中での時にすぎませんが、神の時は時間のない世界、無限な世界の中での時で

す。過去とか、現在とか、未来とか、全く関係ありません。その永遠の時の中で語られているこ

とですから、私たちの知恵をはるかに超えているのです。その神のタイミングだから、ベストで

あるに決まっているのです。まさに、伝道者の書 3 章 11 節に、「神のなさることは、すべて時

にかなって美しい。」とある通りです。私たちの計るタイミングは、私たちがベストだと思ってい

るだけで、それは有限な世界でのちっぽけな概念の中でしか思いつかないことですが、神が計

るタイミングは、無限な世界での神の知恵に基づいたものですから、完全であり、ベストなので

す。ですから、どんなに時間がかかろうとも、自分の時とかけ離れたとしても、それでも神のな

さることはベストであるということを信じなければなりません。神は、時にかなって美しいとい

うことを信じなければならないのです。 

11 節をご覧ください。ですから、神はこう言われるのです。「わたし自身、あなたがたのため

に建てている計画をよく知っている。」 

  これは、私たちが立てている計画ではなく、神が私たちのために立てておられる計画です。

私たちは自分のために立てている計画を知っていると思っていますが、実際には何も知って

いません。だから、計画倒れということが起こってくるのです。「ご利用は計画的に」なんて言

われるのです。でも、神は違います。神は私たちのために立てている計画をよく知っておられ

ます。その計画とは何でしょうか。その後のところをご一緒に読みましょう。「それはわざわい

ではなく平安を与える計画であり、あなたがたに将来と希望を与えるためのものだ。」 

  皆さん、これが神の計画です。神の計画は平安を与える計画、シャローム計画です。将来と希

望を与える計画です。「平安」とは、何の欠けもない満ち足りた状態と言いましたが、ただ平安

ではありません。そこには繁栄も含まれています。健康も、祝福も、成功も含まれた理想的な状

態です。そういう計画をお持ちなのです。でも忘れてはならないのは、これは神の目における

シャロームであるということです。私たちの目におけるシャロームではありません。神の目にお
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けるシャローム計画なのです。それは何ですか?ピリピ4章6～7節をご覧ください。「6 何も

思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あなたがたの

願い事を神に知っていただきなさい。7 そうすれば、すべての理解を超えた神の平安が、あな

たがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。」 

  ここに「すべての理解を超えた神の平安」とあります。それは、人のすべての考えにまさる神

の平安なのです。神の平安は、私たちのすべての考えにまさるものです。それは想像を絶する

もの、私たちの頭では到底想像できないような驚くべき計画です。それが神のシャローム計画

です。 

ここではそれは何を指しているのかというと、何とそれはバビロン捕囚のことです。神が彼

らのために立てておられた平安の計画とは、彼らがバビロンに引いて行かれ、70 年間バビロ

ンの奴隷として生きるということです。何でそれが平安を与える計画なんですか?そんなのわ

さわいではないですか。だからここに、但し書きがあるんです。「それはわざわいではなく」と。

それはわざわいではないのです。それはわざわいではなく、平安を与える計画であり、あなた

がたに将来と希望を与えるためのものなのです。なぜこれが平安を与える計画なのでしょう

か?そのことによって、神はあなたに真の平安を与えてくださるからです。それは私たちには

わざわいにしか見えませんが、神はそのわざわいにしか見えないような事を通して、将来と希

望を与えてくださるのです。 

この「将来」という語は、「終わりに」とか「最後に」、「～後に」という意味の語です。つまり、最

後は希望だということです。神があなたのために立てている計画の最後は希望なのです。絶望

ではなく希望。神に従う者の最後は、途中経過はどうであれ、最後は希望なのです。途中経過

は失望のようでも終わってみれば、それが希望だったということがわかります。なぜなら、神

はいつも私たちの益のために働いておられるからです。 

ローマ 8 章 28～29 節をご覧ください。ここには、「28 神を愛する人たち、すなわち、神

のご計画にしたがって召された人たちのためには、すべてのことがともに働いて益となること
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を、私たちは知っています。29 神は、あらかじめ知っている人たちを、御子のかたちと同じ姿

にあらかじめ定められたのです。それは、多くの兄弟たちの中で御子が長子となるためです。」 

とあります。これも有名なみことばですが、ここにも「知っている」とあります。私たちは神のご

計画については知らないのに、ここには「知っている」とあります。何を知っているのでしょう

か?神を愛する人たち、すなわち、神のご計画にしたがって召された人たちのためには、神は

すべてのことを働かせて益としてくださるということです。そのことは知っているのです。最

後は益です。これは私もあなたも知っていることです。バビロン捕囚も含めて、神はあなたの

苦しみも、あなたの悲しみも、あなたの辛さも、全部ひっくるめて益としてくださるのです。そ

のことは知っているのです。では、その益とは何でしょうか? 

29節には「神は、あらかじめ知っている人たちを、御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定め

られたのです。」とあります。つまり、御子と同じ姿に変えてくださるということです。これが益

です。これが究極的な益です。究極的な益は、那須塩原駅ではありません。究極的な益は、私た

ちが神の似姿に変えられるということです。このことは私たちも知っているのです。バビロン

捕囚も全く同じです。神がご自身の計画をもって彼らを召されました。それはバビロンから逃

れるということではなく、またバビロンと戦うということでもなく、バビロンの軍門に下るとい

うこと、バビロン捕囚に従うということです。それで彼らは苦しめられ、卑しめられ、傷つけら

れますが、その中で彼らは砕かれ、練られ、すべての不純物を取り除かれて、神の民として、神

の国に入るためにふさわしい者となって、最後にはバビロンを出て行くことになるのです。そ

のことを通して、神は彼らを御国の民としてふさわしい者として整えてくださったのです。ほら、

益でしょ。これは彼らにとって益だったのです。 

それは私たちも同じです。ジョン・バニヤンは「天路歴程」という本を書きましたが、私たちも

天の御国に着くまでには実に様々なことがありますが、最後には御子と同じ姿となってこの世

というバビロンを出て行くことになります。そして、神が約束された地、天の御国へと引き上げ

られていくのです。それが私たちのバビロン捕囚です。すべてのことはこのためです。それがど

のように機能するのか私たちにはわかりません。このバビロン捕囚のような出来事が、このよ
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うな悲劇、損失、状況が、本当に私をキリストの似姿に変えてくれるものになるのかどうかわ

かりませんが、わかっていることは、神は知っておられるということです。神はご自身の考えで、

ご自分の方法で、私たちをご自分の御子と同じ姿に変えてくださるのです。だから、神があな

たのために立てている計画というのは良いことばかりでなく、辛いなぁ、苦しいなあと思うよ

うなことも含めてすべてです。それは私たちにはわかりません。でも、一つだけわかることは、

神を愛する人々、すなわち、神のご計画のために召されたすべての人たちのために、神は働い

て益としてくださるということです。そのことを通して、最後には将来と希望です。御子と同じ

姿に変えられるようになるからです。それがこのみことばが語っている意味です。 

よく、人生は刺繍のようなものだ、と言われます。刺繍は、表と裏を見ると全然違います。裏

を見ればほころびだらけです。何の絵柄が描かれているのか全然わかりません。検討もつきま

せん。まるでカオスです。そこにはいろいろな色の糸があるだけで、ただごちゃごちゃしている

だけのように見えます。しかし、裏面を表にしてみるとどうでしょうか。そこには理路整然とし

た美しい絵柄が浮かび上がっています。これが将来、私たちに約束されている表の面です。今

は裏面しか見ていないので理解できませんが、でも苦難の裏側には神の美しい栄光に満ちた

計画が既に織り込まれているのです。 

ですから、裏面ばかりを見て文句ばかり言うのではなく、その表の方を絶えず意識しなけれ

ばなりません。どんな絵柄が浮かび上がってくるのかを楽しみに、主がどんなことをなそうと

しておられるのか、どんな結果をもたらしてくださるのかを楽しみにして、今置かれている状

況をわざわいとしてではなく、平安を与える計画であり、将来と希望を与えるためのものだと

受け止めなければならないのです。 

昨年の修養会でご奉仕してくださった米沢の千田先生は、あの 3.11 が起こったとき、だれ

もが何と悲惨なことが起こったのか、もう神も仏もないと落ち込んでいたとき、私にこう言わ

れました。「もっと良くなる。」私は一瞬耳を疑いながらお話を聞いていたら、先生はこう言わ

れました。「だって、聖書の中で神様は、ご自身を愛する者のために、すべてのことを働かせて
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益としてくださる、と言っておられるんだから、これも益としてくださるはずだ。」と。先生は、

この御言葉を文字通り信仰によって受け止めておられたんですね。今目の前で起こっている出

来事はすべて神が私たちの益のために成しておられること。たとえそれが辛く苦しいこと、悲

しいことであっても、それさえも神は益に変えてくださる。そのことを通して、私たちの私たち

を御子と同じ姿に変えてくださるという神の約束からすれば、本当にその通りなのです。私た

ちの人生の途中ではわからないことばかりですが、でも終わってみれば希望です。それが私た

ちの人生です。終わってみないとわかりません。私たちが完全に御子と同じ姿に変えられると

したら、それは本当にすばらしい希望ではないでしょうか。 

だからクリスチャンはみんなワクワクしているのです。その途中、辛いところを通っていても

ワクワクしています。それは終わりの時に用意されている救いをいただくということを知って

いるからです。その時には神の御子と同じ姿に完全に変えられるということを知っているから

です。この世の人たちはそうではありません。自分の置かれた状況を見て一喜一憂しています。

なぜなら、終わりを知らないからです。今がよくても終わりに何があるか知りません。だから不

安になってしまうわけですが、クリスチャンは違います。今しばらくの間、様々な試練の中で苦

しみ悲しまなければなりませんが、喜んでいます。なぜなら、天に蓄えられた生ける望み、将来

と希望を持つ者とされたことを知っているからです。そんなクリスチャンをみたらどうでしょう。

この世はバビロンの象徴だと言いましたが、バビロンの人たちはみんなびっくりするのではな

いでしょうか。なんだこの人たちは。祖国を失い、外国の支配を受けて惨めな生活を強いられ

ているというのに、なんでこんなに輝いているんだ・・・と。その秘訣を知りたい。自分もそうな

りたいと。神の計画は、本当にすばらしい、驚くような計画なのです。私たちはその驚くべき神

の計画の中を生きているのです。 

Ⅲ．神を呼び求めよ(12-14) 

では、バビロンにいる70年間はじっと我慢していればいいんですか?そうではありません。

それは人生の訓練の時ですから、そのような時こそ神を捜し求めなければなりません。12～
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14 節をご覧ください。「12 あなたがたがわたしに呼びかけ、来て、わたしに祈るなら、わたし

はあなたがたに耳を傾ける。13 あなたがたがわたしを捜し求めるとき、心を尽くしてわたし

を求めるなら、わたしを見つける。14 わたしはあなたがたに見出される──【主】のことば

──。わたしは、あなたがたを元どおりにする。あなたがたを追い散らした先のあらゆる国々

とあらゆる場所から、あなたがたを集める──【主】のことば──。わたしはあなたがたを、引

いて行った先から元の場所へ帰らせる。』」 

教会がないから祈れないということはありません。エルサレムから一千キロも離れたバビロ

ンで、たとえ神殿がなくても、たとえ悲劇の真只中にあっても、たとえ苦難の真最中において

も、そこで神を呼び求めよ、というのです。そうすれば、あなたはわたしを見つけることができ

ます。そして、やがて神の不思議を見るようになる、というのです。具体的には、あなたが引か

れて行った先から元の場所へ帰らせるのです。夢も希望もないんじゃない。あなたは元の場所

に戻るから。神殿までも新しくなるという未来があるんだから、がっかりしないで、遠く離れた

場所で祈れ。神様との関係をしっかり築きなさい、というのです。 

米国クリスチャン・ジャーナリスト、フィリップ・ヤンシーが、「光の注がれる場所」という自伝

を書いています。これは自らの半生を回想したものですが、「痛むとき、神はどこにいるのか」

「祈りは本当に聞かれるのか」という問いかけを持つにいたった理由が明かされているのです。

彼の半生は壮絶なものでした。記憶にない父親の死の秘密、過剰なまでの母親の期待、トレー

ラーハウスでの貧しい生活、白人至上主義に立つ教会とバイブルカレッジ……と。そうした状

況をどのように乗り越え、心の癒やしをたどってきたのか。それは、この場所に光が注がれて

いると信じることによってです。 

それはこの捕囚の民も同じでした。遠く離れたエルサレムから一線キロも離れたこの場所に

も光が注がれていると信じることができたからこそ、これが彼らに与えられている神の深いご

計画だと信じることができたからこそ、彼らは耐えることができたのです。 

それは私たちも同じです。あなたにも神の光が注がれています。神はあなたのために最善の
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計画を持っておられるのです。それはわざわいではありません。それは平安を与える計画であ

り、将来と希望を与えるためのものです。それによってあなたは揺るぎない信仰を築くことが

できます。そういう経験がなかったら、あなたはこういう信仰にはならなかったでしょう。です

から、これが神の計画であると信じて、浮足立つのではなく、夢見る者には気を付けて、置か

れた所で地に足を付けて、落ち着いた生活を心がけなければなりません。そこで神を呼び求め

なければならないのです。そうすれば、あなたは神を見出すようになるでしょう。そして、やが

て 70 年がやって来ますよ。その時あなたは信じられない奇跡を見ますよ。あなたの思いをは

るかに超えた神の不思議を見るようになるのです。 


